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第 3 章では，ラメラテア感受性評価方法について板厚方向の引張試験時の絞り値と S量が最良の指標
になることを明らかにしている。
第 4 章では，鋼板の耐ラメラテア性改善には， Ca添加による介在物の形態制御が有効であることを明
らかにしている。




Ceq の増大による硬化組織と P の偏析による脆化の影響が大きいことを明らかにしている。また評価方




















最大の因子がMnS系介在物であることを明らかにして，安定した耐ラメラテア鋼として低 S ， Ca添
加鋼を開発している。
(3) 表層直下に偶発的に存在する A1 2 0 3系介在物に起因する表層剥離割れについて，その介在物を検出
する方法を新たに開発して鋼板の評価方法を確立し，低酸素化と Ca添加によって耐表層剥離割れ鋼
の開発を行っている。
(4) 偏析部の割れについてEPMAによる定量分析法が良いことを示し，偏析部の Ceq増大による硬化
と P量増大による脆化及び介在物が影響していることを明らかにし その改善鋼としで介在物低減，
P の低減及び偏析改善熱処理が良いことを示している。
(5) これらの割れに対する防止対策について施工的な工夫を示し，また改善鋼の適用方法についても具
体的な条件を提案している。
以上のように本論文は鋼の介在物，偏析に起因する溶接割れについて，発生要因，鋼板の評価方法及
び施工的工夫を示すとともに対策鋼を開発し，さらに防止方法についても提案しており，その成果は溶
接工学並びに鋼板製造工業の発展に貢献するところ大である。よって本論文は博士論文として価値ある
ものと主忍める。
